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相
異
が
あ
る

か
ら
で

あ
る

が
、

バ

ー

ヴ
ィ

ヴ
ェ

ー

カ

は
、

そ
の

相
異
に

即

し
て、

二

段
階

的
な

自
性
理
解
を

展
開
し

た
と

考
え
ら
れ
る

。

　
ま

ず
、

本
来

的
な
自

性
を

検
討
す
る

。

バ

ー

ヴ
ィ

ヴ
ェ

ー

カ

は

第
一

偈

に

註
釈
す
る

に

あ
た

り
、

最
高
の

真
実
と

し
て、

あ
る

も
の

が

特
定
の

あ

り
方
で

自

体
的
に

存
在
し
て

い

る

場
合
、

そ
れ
に

は
生
起
は

あ
り
え
な
い

と
指
摘
す
る

。

そ
し

て
、

自
性
と
は

固
有
な
性

質
／

存
在
で

あ

り、

そ

れ

自

身
の

本
質
だ
と

定
義
す
る
（
一

五
七
b
三
）

。

続
い

て

第
二

偈
へ

の

註

釈
で、

自
性
の

無
依
存
性
か

ら
「

特
定
の

言
語

表
現
を

持
つ

他
の

基
体
に

依

存
し
な
い
」

性
質
を

導
出
す
る

（
一

五

八

b
三
）

。

こ

れ
は

本
来
的

な

自

性
が
言

語

表
現

不
可

能
で

あ
る

こ

と

を

示

唆
し
て

い

る

と

考
え
ら
れ

る
。

従
来、

『

知
恵
の

灯
火
』

は、

言

説
に

お
い

て

は

自

性
を
肯
定
し
、

最
高
の

真

実
に

お
い

て

は

自
性
を

否
定
す
る

も
の

と

解
釈
さ

れ

て

き
た

。

し
か
し

、

バ

ー

ヴ
ィ

ヴ
ェ

ー

カ

の

理

解
す
る

最

高
の

真
実
に

お

け
る

自
性

は
、

単
な
る

否

定
対
象
で

は

な
く、

何
ら

か
の

無
規

定
的
で

言
語
表
現
不

可
能
な
も
の

を

意
味
す
る

と

理
解
す
べ

き
か
も

知
れ
な
い

。

　
次
に

、

言

説
上
の

自
性
を

検
討
す
る

。

こ

れ
に

は、

文
脈
か
ら

「

固
有

の

本
性
」

と
、

他
性
と

対
置
さ
れ

る

「

そ

れ
自
体
」

と
い

う
二

つ

の

意

味

内

容
が

考
え
ら
れ
る

。

前
者
の

事
例
に

は

火
の

熱
さ
が

当
て

は
ま
る

。

こ

の

熱
さ

は
原
因
と

条
件
に

よ
っ

て

作
ら
れ

た
も
の

だ
が

、

他
の

も
の

の

中

に

な
い

か
ら
自

性
と

呼
ば
れ

る

た

め
、

実
は
慣

習
上
の

も
の

だ
と

結
論

付

け
ら
れ

て

い

る

（
一

五

八

a

六）
。

こ

の

場
合、

自
性
は

事
物
の

性
質
な

の

で、

固

有
の

本
性
と

解
し
う
る
。

同

様
の

事
例
は、

第
三

章
に

も

見
ら

れ

る
。

第
三

章
で

は

認
識
器
官
が

特
定
の

対
象

領
域
群
に

働
く

本
質
的

機

能
が
自
性
と

し
て

考
え

ら
れ
、

そ

れ

は

言
説
に

お
い

て

の

み

肯
宀

疋

さ
れ
て

い

る

（

七
五

b
六

以
下
）

。

他
方、

後
者
の

事
例
は

第
四
偈
の

註
釈
に

登

場
す
る

。

こ

の

文
脈
で

は
、

他
性
は

原
因
と

い

う
事
物
で

あ
り、

自
性
は

現
に

あ
る

結
果
で

あ
る

事
物

自
体
で

あ
る

と

さ

れ
て

い

る

2
五

九
a

五
）

。

従
っ

て
、

こ

の

自
性
は

、

或
る

事
物
を

再

帰
的
に
呼
ぶ

「

そ
れ

自

体
」

だ
と

了
解
さ

れ

よ

う
。

こ

の

他
性
と

対
置
さ
れ
た
自
性
の

あ
り
方
に

関
し

て
、

第
十
四

章
に

重
要
な
指
摘
が

あ
る

。

そ
れ
は、

相
互
依
存
的
に

コ

方
」

と

「

他

方
」

が
成
立

す
る

の

は

言
説
上
で

あ
り、

両

者
は

特
定

の

言
語
表
現
を

持
つ

基
体
に

依
存
す
る

性
質
を
有
す
る
と
い

う
も
の

で

あ

る

（

一

五
四

b
一

以
下
）

。

こ

の

指
摘
に

従
え
ば、

第
十
五

章
第
三
、

四

偈
の

他
性
と
の

関
係
で

成
立

す
る

自
性
は、
言

説
上
の

も
の

に

な
る

。

従
っ

て
、

そ
れ

と
は

反

対
の

本
来
的

な

自
性
は

、

最

高
の

真
実
と

し
て

「

あ

る
」

と
は

筆
者
に

は

ま
だ

言
い

切
れ

な
い

が、

言
説
ヒ

の

自
性
の

規
定
に

適
合
し

て

い

な
い

の

は

確
か
で

あ
る

。

ア

テ

ィ

シ

ャ

の

顕
教
文
献
に

お

い

て

言
及
さ
れ

る
密
教
文
献

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

望
月

　
海
慧

　
ア

テ

ィ

シ

ャ

（

デ

ィ

ー

パ

ン

カ

ラ

シ
ュ

リ
ー

ジ

ュ

ニ

ャ

ー

ナ）

は
、

「

菩

提
道
灯
論
』

を

著
し

、

チ
ベ

ッ

ト
に

仏
教
を
伝
え
た

者
と

し
て

知
ら
れ

て

い

る

が
、

イ
ン

ド
の

ヴ
ィ

ク

ラ

マ

シ

ー

ラ

僧
院
の

学
僧
と

し
て

も
知
ら

れ

て

い

る
。

そ
れ

故
に

、

彼
の

著
作
を

調
査

す
る

こ

と

に

よ

り、

同
僧
院
に

お

け
る

経
典
の

収
蔵
状

況
を

推
測
す
る

こ

と

が

で
き
る

。

今
回
は
、

彼
の

顕
教
文
献
に

お

け
る

密
教
文
献
の

引
用
を

調
査
し、

彼
が
密
教
文
献
を
一

般
に

ど
の

よ

う
に

扱
っ

て

い

た
の

か
を

明
ら
か

に
す
る

。

　
『

菩
提
道
灯
論
』

で

は
、

真
言
乗
の

セ

ク

シ

ョ

ン

に

お
い

て
、

「

従
勝
初

仏
出
現

タ

ン

ト
ラ

』

が

言
及
さ

れ
、

修
行
者
に

対
す
る

波
羅
蜜
乗
と

真
言

乗
の

明
確
な

区
別
が

述
べ

ら
れ

る
。
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同
論
の

自
註
で

は
、

七

種
供
養
の

解
説
に

お
い

て

『

続
鬘
タ

ン

ト
ラ

』

が

言
及
さ
れ

、

七

部
の

波
羅
提
木

叉
の

解
説
に

お
い

て

『

真
実

摂
集
大
タ

ン

ト
ラ
』

が

引
用
さ
れ、

ア

サ

ン

ガ

の

『

瑜
伽

師
地
論
』

に

七

部
の

波

羅

提
木
叉
の

補
足
と

し
て、

『

文

殊
師
利
根
本

儀
軌
』

が

引
用

さ
れ
る

。

般

若

波
羅
蜜
の

セ

ク

シ
ョ

ン

で

は

ジ
ュ

ニ

ャ

ー

ナ
キ
ー

ル

テ

ィ

の

『

波
羅

蜜

多
乗

修
習

次
第
概
説
』

の

引
用
か
ら

『

大
日

経
』

が
孫
引
き
さ
れ、

布
施

波
羅
蜜
の

解
説
で

『

四
座
タ
ン

ト
ラ

』

と

『

三

界
中
勝

甚
意
大
王
瑜
伽
タ

ン

ト
ラ
』

が
、

波
羅
蜜

乗
の

最
後
に

『

吉
祥
最

勝
第
一

王
経
』

と
ト
リ
ピ

タ
カ

マ

ー
ラ

の

「

三
理

趣
灯」

が

引
用
さ

れ、

中
観
と

真
言
乗
の

連
続

性

が
示
さ
れ
て

い

る
。

真

言
乗
の

セ

ク

シ
ョ

ン

で

は、

『

三

理
趣
灯
』

と
『

智

金
剛
普
集

大
タ
ン

ト
ラ』

が
引
用
さ

れ
、

七
種
の

タ

ン

ト
ラ

の

分
類
が

行

わ
れ
る

。

さ
ら
に

師
の

ア
バ

ド
ゥ

ー

テ

ィ

パ

の

言
葉、

『

深

密
授
記
大
タ

ン

ト
ラ

』

、

パ

ド

マ

ヴ
ァ

ジ
ュ

ラ

の

言
葉
が

引
用
さ

れ

る
。

ま
た

根
本
偈

の

『

従
勝
初
仏
出
現
タ

ン

ト
ラ
』

へ

の

言
及
で

は、

師
の

『

灌

頂
説
示』

が
引

用
さ

れ、

真

言
乗
の

最
後
と

奥
書
で

は
、

『

チ

ャ

ク
ラ
・

サ
ン

ヴ
ァ

ラ
・

タ
ン

ト
ラ
』

が
言

及
さ
れ
る

。

　
『

中

観
説

示
開
宝

篋
論
』

で

は
、

菩
提
心
の

解

説
に

お

い

て
、

『

大
日

経
』

と

『

秘
密
集
会
タ

ン

ト
ラ
』

が
、

菩
提
心
の

特
殊
性
の

解
説
に

お
い

て、

『

甚
妙
慧
タ

ン

ト
ラ

』

と

『

吉
祥
最
勝
第
一

王

経
』

が

引
用
さ
れ

る
。

仏
・

菩
薩
の

解
説
で

は
、

慈
悲
の

説
明
で

「

大
日
経
』

と

ア

ヴ
ド
ゥ

ー
テ

ィ

パ

の

言

葉
が

引
用
さ

れ、

法
身
の

説

明
で

『

金

剛
鬘
タ

ン

ト

ラ
』

と

『

智
金

剛

集
タ

ン

ト
ラ」

と

ナ
ー

ガ
ー

ル

ジ

ュ

ナ

『

五

次
第
』

と
、

再
び

ア

ヴ
ァ

ド
ゥ

ー

テ

ィ

パ

の

言
葉
が
引
用
さ
れ
る

。

諸
学
派
と

そ
の

論
師
の

解
説
で

は
、

タ

ン

ト
ラ

の

注
釈
書
に

よ

る

論
師
の

区
分
が
ま
と

め
ら
れ、

ナ
ー

ガ

ー

ル

ジ
ュ

ナ
の

著
作
に
つ

い

て

も
密
教
関
係
の

著
作
が
ま
と
め
ら

れ
て

い

る
。

ナ
ー

ガ
ー

ル

ジ
ュ

ナ

の

授
記
の

解

説
で

は
、

大
乗
経
典
と

並

ん

で

『

文
殊
師
利

根
本
儀
軌
』

と
チ
ャ

ン

ド
ラ

キ
ー

ル

テ

ィ

『

灯
作
明

』

と

ア

ー

リ
ヤ
デ

ー

ヴ
ァ

『

行
合
集
灯』

が
引
用
さ
れ
る

。

テ

キ

ス

ト

の

最

後
は、

真
言
乗
の

解
説
が

あ
り、

ア

ヴ
ァ

ド
ゥ

ー

テ

ィ

パ

の

言
葉
と

『

三

理
趣
灯
』

の

引
用
で

結
ば
れ
る

。

　
『

業
分
別
論
』

で

は
、

『

密
修
習

大
金
剛
尖
タ

ン

ト
ラ』

と

『

大
日

経
』

が
引
用
さ
れ
る
も
の

の
、

大
乗
の

典
拠
と
し
て

引
用
さ
れ
て

い

る
。

　

以

上
の

引
用

文
献
を

整
理

す
る

と、

最
も

多
い

引
用

文
献
は

『

大

日

経
』

で

あ
る

。

こ

れ

は

先
行
す
る

論
師
に

よ
る

引
用
が

知
ら
れ
て

い

る

こ

と

に
よ

る
が、

初

期
密
教
経
典
で

あ
る

た
め
に

大
乗
と

共
通
の

教
義
を

見

る

こ

と

が
で

き
る
か
ら

で

あ
ろ

う
。

そ
の

引
用
の

在
り

方
に

つ

い

て

は
、

彼
は

真
言

乗
の

解
説
の

た
め

だ

け
に

密

教
文

献
を

引
用
す
る

の

で

は

な

く
、

声
聞
乗
や

波

羅
蜜

乗
の

解
説
に
お
い

て

も

大
乗
の

経
論
と
並
ん

で

引

用
し
て

い

る
。

そ
れ
は

、

前
者
を
後
者
で

補
う
だ
け
で

な
く、

基

礎
的

部

分
に
お
け
る

両
者
の

共

通
性
を
認
め
て

い

る

か
ら
で

あ
ろ

う
。

た
だ
し
、

両
者
の

差
異
を
明

確
に

す
る

際
に

も、

密
教
文

献
が
引
用
さ
れ
て

い

る
。

ナ
ー

ガ

ー
ル

ジ
ユ

ナ
、

ア

ー
リ

ヤ
デ

ー

ヴ
ァ
、

チ
ャ

ン

ド
ラ

キ

ー

ル

テ

ィ

に

つ

い

て

は
、

彼
ら
に

帰
さ
れ

る

密
教
文
献
も

引
用
さ
れ
て

お

り
、

中

観

の

延
長
線
上

に

密

教
を
と

ら
え
て

い

た
こ

と
が
わ
か
る

。

自
ら
の

師
で

あ

る

ア

ヴ
ァ

ド
ゥ

ー

テ

ィ

パ

の

引
用
に
つ

い

て

は
、

典
拠
の

明

示
が
な
く
、

直
接
に

聞
い

た
話
の

内

容
が
述
べ

ら
れ
て

い

る
よ

う
で

あ
る

。
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